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本院職員による USB メモリの紛失について（お詫び） 
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  このたび、本院職員が、患者情報をもとに作成した統計的資料を保存した USB メモリ

を紛失する事案が発生いたしました。 

関係する患者さん及び関係者の皆様に大変なご迷惑とご心配、ご不安をおかけしました

ことを深くお詫び申し上げます。 

 なお、紛失した USB メモリに保存されていたデータは個人情報に該当するものはなく、

また、現在のところ第三者への情報流失、不正使用等の事実は確認されておりません。 

 本院では、従来から全職員に対して診療情報の厳格な取扱いを求め、情報管理の徹底に鋭

意努めてきたところではありますが、そのような中、今回の事案が発生したことを重く受け

止め、本院の運営に係る透明性を図ることで、本院に対する関係者の皆様からの信頼等をさ

らに向上させるべく、このたび公表することといたしました。今後、より一層の意識向上を

図り、再発防止に努めてまいります。 

 

１ 発生状況 

 令和 7 年 4 月 1 日（木）、本院の看護師が、看護研究を実施するため 23 件の診療情報を

もとに作成した統計的資料のデータを院内で USB メモリに保存しました。その後、この

USB メモリは使用していません。 

 4 月 8 日（木）に当該看護師は USB メモリの紛失に気付き、ただちに関係各所を捜索す

るも見つからず、警察に遺失届を提出しました。その後、現在まで発見に至っていません。

なお、USB メモリに保存していたデータには、パスワードの設定を施していませんでした。 

 

２ 紛失した USB メモリに保存されていたデータ 

 氏名、患者 ID など、個人の特定に直接結び付くデータは保存されておらず、本院内にお

いても他の情報と容易に照合することが困難であるため、特定の個人を識別することは難

しいと判断し、国の機関である個人情報保護委員会に確認した結果、個人情報に該当しない

との回答を得ております。 

 

３ 対応状況 

 関係する患者さん及び関係者の皆様には、すでに今回の事案に関する報告とお詫びを行

っています。 



４ 再発防止に向けた取組 

 今後さらに、このような事態を招くことがないよう、全職員に対し、個人情報を含む診療

情報の適切・厳格な取扱いについて改めて周知し、情報の管理を徹底するとともに、個人情

報保護に関する教育や研修を継続的に行ってまいります。 

 

【本件に関するお問合せについて】 

長崎みなとメディカルセンター 総務課 

TEL：095-822-3251（代表） 

受付時間：平日（月～金）9：00～17：00 


